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＜今週のトピックス＞ 

アメリカの生産年齢人口と移民 

  

トランプ大統領の移民関連の政策に対してはアメリカ国内、国外問わず様々な議論が

あり、日本のメディアでも取り上げられていると思いますが、今回はピュー研究所によ

る生産年齢人口（ここでは 25-64 歳と定義）予想と移民の関係をご紹介します。 

アメリカでは、これまで生産年齢人口増加のドライバーであった 1945～65 年頃生ま

れのベビーブーム世代がリタイヤし始めており、替わって移民がドライバーになること

が予想されています。生産年齢人口全体で見ると、2015 年から 20 年後の 2035 年にか

けて約 1,000 万人増加すると予想しています。ちなみにこの数字は、ベビーブーム世代

が労働力を供給しつづけた 1960 年代の半分以下です。 

移民を切り口に内訳を見ると、2015 年 

から 2035 年にかけて、最大セグメントで 

ある「米国生まれの両親に生まれた米国生 

まれ」の層は▲820 万人となる一方で、 

「移民の両親に生まれた米国生まれ」の層 

は＋1,350 万人、新たにアメリカに来る 

「移民」は＋460 万人（移民は過去データ 

から推計）と予想されており、「米国生ま 

れの両親に生まれた米国生まれ」の減少を 

「移民の両親に生まれた米国生まれ」と 

「移民」の増加でカバーすることで、生産 

年齢人口全体が伸びる構図になっています。 

 

 

 

ピュー研究所では、今後 20 年の生産年齢人口において最も重要なのは新たなアメリ

カに来る移民で、この動向が既に米国に暮らしている移民にも影響を与えるとしてお
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り、仮に移民をまったく受け入れない場合、2035 年の生産年齢人口は 1 億 6,520 万人

（165.2）まで減少すると予想していることから、アメリカにとって移民は将来にわた

って重要である、としています。 

 

（出所：Pew Research Center）  
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